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(57)【要約】
　本発明は、印刷用紙製品を製造するための方法に関し
、当該方法において、天然繊維は、抄紙機を備えるシス
テムに導入される。この方法において、炭酸カルシウム
と二酸化炭素とは、天然繊維に混合され、前記天然繊維
の表面上に炭酸カルシウムを沈殿させ、前記抄紙機（７
）は、印刷用紙製品（１）を製造するために使用され、
当該印刷用紙製品（１）は、少なくとも前記天然繊維を
含み、前記印刷用紙製品の充填材としての、それらの表
面に沈殿した炭酸カルシウムを有する。また、本発明は
、印刷用紙製品を製造するためのシステムに関する。さ
らに、本発明は、顔料で被覆されていない、カレンダー
加工された印刷用紙製品に関する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カレンダー加工され、顔料で被覆されていない印刷用紙製品であって
　２７～７０ｇ／ｍ２、好ましくは３５～６０ｇ／ｍ２の坪量を有し、
　少なくとも、
‐　機械的にパルプ化された天然繊維と、
‐　充填剤としての沈殿した炭酸カルシウムとを含む印刷用紙製品において、
　前記印刷用紙製品の充填剤含有量は、
　ｙ≧０．８９７ｘ－１２．５、
　有利には、
　ｙ≧０．８９７ｘ－１０であり、
　ｙは、充填剤含有量（重量％）を表し、ｘは、坪量（ｇ／ｍ２）を表すことを特徴とす
る印刷用紙製品。
【請求項２】
　前記印刷用紙製品の密度は、以下の式を満たし、
　ｙ≦９．７ｘ＋＋６００ｋｇ／ｍ３、
　ｙは、紙の密度であり、ｘは、紙の坪量であり、
　より有利には、カレンダー加工された印刷用紙製品の密度は、以下の式を満たし、
　ｙ≦９．７ｘ＋＋５５０ｋｇ／ｍ３

　ｙは、紙の密度であり、ｘは、紙の坪量である、ことを特徴とする請求項１に記載の印
刷用紙製品。
【請求項３】
　少なくとも２つの層を含む構造を有し、前記層は、異なる天然繊維画分を含むことを特
徴とする請求項１または２に記載の印刷用紙製品。
【請求項４】
　１つの原料として、沈殿した炭酸カルシウムと、もう１つの原料として、無機顔料とを
含む混成顔料を含み、
　前記無機顔料は、有利には、二酸化チタン、カオリン、タルク、粉砕炭酸カルシウム、
チョーク、長石、雲母、および脱インク工場からの廃棄顔料流から選択されることを特徴
とする請求項１～３のいずれか１項に記載の印刷用紙製品。
【請求項５】
　天然繊維が、抄紙機（７）を備えるシステムに導入される、印刷用紙製品を製造するた
めの方法であって、
‐　天然繊維を含む紙製造処理への連続的な部分流として、炭酸カルシウムと二酸化炭素
とを混合し、炭酸カルシウムを、好ましくは前記天然繊維の表面に少なくとも部分的に沈
殿させることと、
‐　前記抄紙機（７）によって印刷用紙製品（１）を製造し、前記製品が、少なくとも、
前記天然繊維と、前記印刷用紙製品における充填剤としての沈殿した炭酸カルシウムとを
含むこととを含むことを特徴とする方法。
【請求項６】
　前記天然繊維は、機械的にパルプ化された天然繊維を含み、
　前記印刷用紙製品において使用される前記天然繊維における、前記機械的にパルプ化さ
れた天然繊維の含有量は、好ましくは、少なくとも７０重量％であり、
‐　前記機械的にパルプ化された天然繊維を少なくとも２つの異なる繊維画分に分類し、
当該分類は、水酸化カルシウムを前記機械的にパルプ化された繊維画分の少なくとも１つ
に添加する前に行われることを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記天然繊維は、機械的にパルプ化された天然繊維と、化学的にパルプ化された天然繊
維とを含み、
‐　前記化学的にパルプ化された天然繊維を少なくとも２つの繊維画分に分類すること、
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‐　炭酸カルシウムを少なくとも１つの化学的にパルプ化された天然繊維画分に沈殿させ
ること、および
‐　化学的にパルプ化された天然繊維であって、それらの表面に沈殿した炭酸カルシウム
を有する化学的にパルプ化された天然繊維と、機械的にパルプ化された天然繊維とを含む
印刷用紙製品を製造することを特徴とする請求項５または６に記載の方法。
【請求項８】
　無機顔料（２ｃ）を前記システムに導入することと、
　炭酸カルシウムと、二酸化炭素とを前記無機顔料（２ｃ）に混合し、前記無機顔料にお
ける炭酸カルシウムを沈殿させることと、
　沈殿した炭酸カルシウムを有する前記無機顔料を含む印刷用紙製品を製造することとを
含むことを特徴とする請求項５～７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　前記印刷用紙製品をカレンダー加工し、グラジエントカレンダーで製造することを含む
ことを特徴とする請求項５～８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　形成された少なくとも１つの繊維画分に化学物質を混合し、
　前記化学物質は、デンプン、カチオン化デンプン、キシラン、ガラクトグルコマンナン
、水酸化カルシウム、過酢酸、または他の反応化学物質、ならびに長い鎖状の、および／
または分枝した分子構造を有する他のポリマー、ならびに上述の化学物質の様々な修飾体
から選択されることを特徴とする請求項５～９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記化学物質の添加は、炭酸カルシウムの沈殿とは異なる画分に行われることを特徴と
する請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記化学物質の添加は、炭酸カルシウムの沈殿と同じ画分に行われることを特徴とする
請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記天然繊維は、抄紙機（７）への、少なくとも２つの別々の繊維流の形態で供給され
、層構造を有する印刷用紙製品を製造することを特徴とする請求項５～１２のいずれか１
項に記載の方法。
【請求項１４】
　抄紙機（７）を備え、印刷用紙製品を製造するためのシステムであって、
‐　水酸化カルシウムと、二酸化炭素とを添加し、天然繊維の表面に炭酸カルシウムを沈
殿させる手段（４）と、
‐　前記天然繊維と前記沈殿した炭酸カルシウムとを前記抄紙機（７）に供給し、印刷用
紙製品を製造する手段とを含むことを特徴とするシステム。
【請求項１５】
　機械的にパルプ化された天然繊維、および／または化学的にパルプ化された天然繊維を
、少なくとも２つの天然繊維画分に分割するための少なくとも１つの分類器（３）であっ
て、当該分割は、前記天然繊維画分の少なくとも１つに炭酸カルシウムが沈殿する前に行
われる少なくとも１つの分類器（３）を備えることを特徴とする請求項１４に記載のシス
テム。
【請求項１６】
　無機顔料（２ｃ）を前記システムに添加する手段と、
　炭酸カルシウムを前記無機顔料に沈殿させる手段（４）とを備えることを特徴とする請
求項１４または１５に記載のシステム。
【請求項１７】
　製造される印刷用紙製品をカレンダー加工するグラジエントカレンダーを備えることを
特徴とする請求項１４～１６のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項１８】
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　化学物質を少なくとも１つの天然繊維画分に添加する手段を備えることを特徴とする請
求項１４～１７のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項１９】
　天然繊維を抄紙機（７）への少なくとも２つの別々の繊維流の形態で導入し、層構造を
有する印刷用紙製品を製造する手段を備えることを特徴とする請求項１４～１８のいずれ
か１項に記載のシステム。
【請求項２０】
　請求項５～１３のいずれか１項に記載の方法によって作製することができることを特徴
とする、被覆されていない印刷用紙製品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、印刷用紙製品を製造するための、方法およびシステムに関する。また、本発
明は、印刷用紙製品にも関する。
【背景技術】
【０００２】
　印刷用紙製品とは、印刷機によって印刷され、雑誌および新聞紙などを製造するための
紙である。印刷用紙製品は、微塗工紙（ＬＷＣ）のように被覆されてもよく、ＳＣ紙（ス
ーパーカレンダー加工紙）または新聞紙のように被覆されなくてもよい。印刷用紙製品の
ための主原料は、通常、機械的にパルプ化された天然繊維、化学的にパルプ化された天然
繊維、および／または再生繊維などの天然繊維である。従来技術において、いくつかの確
立された印刷用紙等級が存在し、紙の特性についてのそれら自身の確立された要件を有す
る。そのような印刷用紙等級は、とりわけ、上述のＳＣ紙（スーパーカレンダー加工紙）
、ＬＷＣ紙および新聞紙を含む。
【発明の概要】
【０００３】
　本発明において、本発明者らは、印刷用紙製品を製造するための新規の解決案と、新規
の印刷用紙製品とを開示する。本発明に係る印刷用紙製品は、連続的に沈殿した炭酸カル
シウム（ＣＰＣＣ）を含み、その添加は、紙製造方法に統合される。
【０００４】
　印刷用紙製品を製造するための本発明に係る方法は、主に請求項５に示されるものに主
に特徴付けられる。印刷用紙製品を製造するための本発明に係るシステムは、請求項１４
に示されるものに主に特徴付けられる。本発明に係る印刷用紙製品は、請求項１および２
０に示されるものに主に特徴付けられる。
【０００５】
　本発明の有利な実施形態は、特に、木材、すなわち、機械的にパルプ化された天然繊維
を含む被覆されていない印刷用紙製品に関する。木材を含む被覆されていない印刷用紙製
品において、コスト要素と最終製品に設定される機能特性の要件との間のバランスは、何
年にもわたって確立された。最終製品に設定されるそのような確立された特性は、要件に
従った具体的な値を有さなければならず、たとえば、カレンダー加工前の紙密度、カレン
ダー加工後の紙密度、紙の軽い柔軟性および剛性、引張強度、引裂強度、表面抵抗、およ
びＺ強度などの紙の強度特性、ならびに印刷光沢、光沢コントラスト、印刷均一性、およ
び紙の吸収特性などの印刷に関する特性を含む。次に、費用に影響を与える要因は、たと
えば、原料、およびそれらの処理、ならびに生産技術の技術案、ならびに製造処理の動作
パラメータを含む。
【０００６】
　最終製品の要件として設定された上述の特性と、技術案の費用との間の相関は、費用効
率の重要な新規要因を見出す上での、従来技術における障害であった。通常、たとえば、
印刷用紙製品に充填剤を添加することは、総生産費用を減少させるが、同時に強度特性の
顕著な低下が生じ、それによって実行可能性も低下する。充填剤の添加によって低下した



(5) JP 2014-520215 A 2014.8.21

10

20

30

40

50

強度特性は、たとえば、化学パルプの含有量の増加によって、および／または化学物質の
添加によって改良することができるが、このことは、生産コストの顕著な増加をもたらし
、通常、最初の充填剤の添加を採算性の悪いものにするであろう。
【０００７】
　被覆されていない印刷用紙製品の製造において、最終製品の求める印刷特性をもたらす
ために重度のカレンダー加工を適用する必要がある。このことは、紙の嵩が小さくなると
、最適な特性を悪化させ、紙の剛性を減少させる。上述の事実にもかかわらず、従来技術
の製造方法が適用されるとき、重度のカレンダー加工が、依然として必要である。
【０００８】
　木材含有印刷用紙製品の中で、本発明は、最も有利には、スーパーカレンダー加工紙、
すなわち、ＳＣ紙に関する。ＳＣ紙は、被覆されないカレンダー加工された雑誌紙である
。ＳＣ紙において、最終製品中の充填剤含有量は、現在では既に比較的高く、最終製品の
坪量に応じて、通常約２５～３３重量％である。ＳＣ紙は、被覆されていない印刷用紙で
あるので、その製造方法は、重度のカレンダー加工を含み、十分な平滑性を得て、それに
よって印刷紙の求める好適な印刷表面特性を得る。ＳＣ紙の高い充填剤含有量は、重度の
カレンダー加工に組み合わせて、通常、紙の高い密度（通常、密度＞１１００ｋｇ／ｍ３

）および低い嵩をもたらし、このことはこの紙が低い剛性を有する理由である。
【０００９】
　低密度および／または高い充填剤含有量を有する被覆されていない印刷用紙製品を開発
する試みは、２０年以上にわたって様々な行為者によって多くの事業においてなされた。
これらの事業では、増加した充填剤含有量は、特に紙の印刷の間に、破損の影響と、紙の
強度特性における劣化とをもたらし、それによって紙の軽い柔らかさを増加させることが
見出された。さらに、十分な印刷特性を維持するために、被覆されていない印刷用紙製品
の製造において、重度のカレンダー加工を避けることはできなかった。
【００１０】
　本発明の実施形態において、印刷用紙製品の製造のために、充填剤は、乳状石灰および
二酸化炭素を添加することによって、機械的、および／または化学的にパルプ化された繊
維懸濁液に含まれ、天然繊維の表面に炭酸カルシウムを沈殿させる。有利な実施例によれ
ば、炭酸カルシウムは、最初に二酸化炭素を繊維画分に混合し、次に、乳状石灰を添加す
ることによって繊維粒子の表面に沈殿する。別の実施例によれば、二酸化炭素は、最初に
乳状石灰を繊維画分に混合し、次に二酸化炭素とともに乳状石灰を沈殿させ、繊維粒子の
表面に炭酸カルシウムを形成することによって、繊維粒子の表面上に沈殿する。
【００１１】
　有利な実施例によれば、機械的にパルプ化された天然繊維、いわゆる機械パルプは、少
なくとも２つの繊維画分に分割され、この分割は、少なくとも１つの前記繊維画分ととも
に炭酸カルシウムを沈殿させる前に行われる。これに加えて、またはこれに代えて、実施
例によれば、化学的にパルプ化された天然繊維は、少なくとも繊維画分に分割され、この
分割は、炭酸カルシウムが前記化学的にパルプ化された繊維画分の少なくとも１つととも
に沈殿する前に行われる。
【００１２】
　有利な実施例では、グラジエントカレンダーは、印刷用紙製品のカレンダー加工のため
に使用され、低密度の印刷用紙製品をもたらす。有利には、グラジエントカレンダーは、
温度グラジエントカレンダー、および／または水分グラジエントカレンダーである。
【００１３】
　本発明に係る印刷用紙製品、好ましくは、いわゆるＳＣ紙の坪量は、好適には２７～７
０ｇ／ｍ２の範囲であり、好ましくは３５～６０ｇ／ｍ２の範囲である。
【００１４】
　好ましくは、本発明に係る印刷用紙製品は、カレンダー加工され、顔料で被覆されてお
らず、２７～７０ｇ／ｍ２、好ましくは３５～６０ｇ／ｍ２の坪量を有する。好ましくは
、それは、少なくとも機械的にパルプ化された天然繊維と、充填剤としての沈殿した炭酸
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カルシウムとを含む。有利には、前記印刷用紙製品における前記充填剤含有量は、
ｙ≧０．８９７ｘ－１２．５、
より有利には、
ｙ≧０．８９７ｘ－１０であり、
ｙは、充填剤含有量（重量％）を示し、ｘは、坪量（ｇ／ｍ２）を示す。
【００１５】
　有利には、印刷用紙製品の製造方法についての本発明に係る方法において、天然繊維は
、抄紙機を備えるシステムに導入される。さらに、前記方法は、有利には、天然繊維を含
む紙製造処理への連続的な部分流として、炭酸カルシウムと二酸化炭素とを混合し、炭酸
カルシウムを、好ましくは前記天然繊維の表面に少なくとも部分的に沈殿させることと、
前記抄紙機によって印刷用紙製品を製造し、前記製品が、少なくとも、前記天然繊維と、
前記印刷用紙製品における充填剤としての沈殿した炭酸カルシウムとを含むこととを含む
。
【００１６】
　前記方法に係る製造方法および製品は、様々な利点を有する。本発明に係る被覆されて
いない印刷用紙製品は、たとえばカレンダー加工された最終製品の５２ｇ／ｍ２の密度が
、１１００ｋｇ／ｍ３未満であり、好ましくは１０５０ｋｇ／ｍ３未満に保たれるように
製造することができる。従来よりも低い密度によって、印刷用紙製品の剛性は、通常向上
される。本発明に係る方法によって製造された、カレンダー加工された印刷用紙製品の充
填剤含有量は、２パーセントより多くてもよく、従来の対応製品に比べて４パーセントよ
り多くてもよい。これに加えて、またはこれに代えて、前記印刷用紙製品における化学的
パルプの含有量は、従来よりも顕著に低くてもよく、０％であってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
　以下において、本発明は、添付の図面を参照してより詳細に説明される。
【図１】図１ａ～図１ｄは、印刷用紙製品を製造するための発明のいくつかの実施形態に
係るシステムにおける構成要素の概略図を示す。
【図２】図２は、本発明に係る印刷用紙製品の特性のいくつかの例を示す。
【図３】図３は、本発明に係る印刷用紙製品の特性のいくつかの例を示す。
【図４】図４は、本発明に係る印刷用紙製品の特性のいくつかの例を示す。
【図５】図５は、本発明に係る印刷用紙製品の特性のいくつかの例を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　本出願において、用語天然繊維が使用され、天然起源の様々な繊維を表す。天然繊維は
、たとえば、機械的にパルプ化された繊維、溶解セルロース繊維、亜硫酸セルロース繊維
、硫酸セルロース繊維、または粘性繊維であってもよい。一実施形態において、天然繊維
は、木材系繊維、植物由来の繊維、ならびにそれらの誘導体および混合物の群から選択さ
れる。一例では、天然繊維は、木材、サイザル麻、ジュート、麻、亜麻、麦藁および他の
一年草、ならびにこれらの混合物から選択される。好ましくは、本発明に係る印刷用紙製
品は、主原料として木材繊維を含む。最終（乾燥）印刷用紙製品における天然繊維の含有
量は、有利には８０重量％を超えず、より有利には７０重量％を超えないが、好ましくは
少なくとも５０重量％である。
【００１９】
　本出願において、密度、光沢、坪量、空隙率、および平滑度の測定値は、以下の基準に
従う測定値を表す。
密度：ＩＳＯ　５３４、
光沢：ＩＳＯ　８２５４－１、
坪量：ＩＳＯ　５３６、
空隙率：ＩＳＯ　５６３６－３、および
平滑度：ＩＳＯ　８７９１－４。
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【００２０】
　本発明に係る印刷用紙製品は、機械的にパルプ化された天然繊維を常に含む。本願にお
いて、機械的にパルプ化された天然繊維は、機械パルプとも称される。有利な実施例によ
れば、機械的にパルプ化された天然繊維の主原料は、たとえば、マツ、サザンパイン、お
よび／またはトウヒなどの軟材である。有利には、天然繊維の主原料は、トウヒである。
機械的にパルプ化された天然繊維は、サーモメカニカルパルプ（ＴＭＰ）、ケミサーモメ
カニカルパルプ（ＣＴＭＰ）、漂白ケミサーモメカニカルパルプ（ＢＣＴＭＰ）、加圧砕
木（ＰＧＷ）、砕木（ＧＷ）、リファイナーメカニカルパルプ（ＲＭＰ）、回収繊維（Ｒ
ＣＦ）、またはこれらの混合物から有利に選択される。有利な実施例によれば、前記天然
繊維は、リグニン含有量を減少させるために化学的処理が行われた。有利な実施例によれ
ば、本発明は、漂白ＴＭＰを利用し、当該漂白ＴＭＰは、少なくとも２つの別個の繊維画
分に分画され、当該分画は、少なくとも1つの繊維画分の表面への炭酸カルシウムの沈殿
前に行われる。
【００２１】
　本発明に係る印刷用紙製品は、化学的にパルプ化された天然繊維を含んでもよく、当該
天然繊維は、本願において化学パルプとも称される。ある実施例において、化学的にパル
プ化された繊維画分の原料は、マツ、トウヒ、カバノキ、ユーカリ、および／またはアカ
シアであった。
【００２２】
　本発明に係る方法は、特定エネルギー消費量（ＳＥＣ）を従来の解決案よりも低くする
ことができるような方法で、印刷用紙製品を製造することを可能にする。ある実施例によ
れば、機械的にパルプ化された天然繊維は、ＴＭＰ法で製造され、精製のために使用され
る特定エネルギーの消費を、最終印刷用紙１トンあたり２．５ＭＷｈよりも低く、最も有
利には、最終印刷用紙１トンあたり２．２ＭＷｈよりも低くした。
【００２３】
　本発明に係る解決案において、印刷用紙製品における充填剤は、沈殿した炭酸カルシウ
ムを含む。炭酸カルシウムの連続的な沈殿において、炭酸カルシウムは、選択された物質
とともに、少なくとも前記物質の表面に少なくとも部分的に付着するように沈殿する。本
発明に係る解決案は、炭酸カルシウムが、機械的にパルプ化された天然繊維の表面に沈殿
するように、連続的な方法（連続的に沈殿した炭酸カルシウム、ＣＰＣＣ）で、水酸化カ
ルシウムＣａ（ＯＨ）２から沈殿する工程を常に含む。前記充填剤に使用される反応性無
機材料は、水酸化カルシウムであり、有利には、乳状石灰（ＭＯＬ）とも称される水酸化
カルシウムの水溶液である。前記充填剤に使用される沈殿した化学物質は、有利には、二
酸化炭素であり、好ましくは純粋、またはほぼ純粋な二酸化炭素である（好ましくは８５
～１００％程度の純度）である。
【００２４】
　本願において、図１～５が参照され、以下の参照符号が使用される。
１　　本発明に係る印刷用紙製品
２　　印刷用紙製品のための原料
２ａ　機械的にパルプ化された繊維
２ｂ　化学的にパルプ化された繊維／パルプ
２ｃ　無機顔料
３　　分離または分画のための分離器
４　　炭酸カルシウムを沈殿させるための手段
５　　天然繊維の化学的処理のための手段
６　　容器
７　　抄紙機
【００２５】
　本発明に係る解決案では、機械パルプおよび／または化学パルプは、少なくとも２つの
異なる画分に分割される。したがって、有利な実施例によれば、前記少なくとも２つの異
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なるパルプ画分における１以上の物理的特性は、互いに実質的に異なる。前記画分におけ
る前記異なる物理的特性は、
繊維長分布、
繊維の比表面積、
繊維の柔軟性、および
繊維のフィブリル化の度合いの１以上を含んでもよい。有利な実施例によれば、少なくと
も２つの異なる画分へのパルプの分割は、粒子の寸法および／または形状に基づいて行わ
れる。本発明に係る炭酸カルシウムの連続沈殿４は、１以上の繊維画分について行われる
。
【００２６】
　有利な実施例によれば、機械的にパルプ化された天然繊維は、少なくとも２つの異なる
画分に分割され、この分割は、炭酸カルシウムが少なくとも１つの画分とともに沈殿する
前に行われる。それに加えて、またはそれに代えて、化学的にパルプ化された天然繊維は
、少なくとも２つの異なる画分に分割され、この分割は、炭酸カルシウムが少なくとも１
つの画分とともに沈殿する前に行われる。有利な実施例によれば、実施例によって製造さ
れた製品は、化学的にパルプ化された天然繊維を含まず、この場合、炭酸カルシウムの沈
殿は、少なくとも１つの機械的にパルプ化された天然繊維画分について行われる。
【００２７】
　少なくとも２つの繊維画分への、機械パルプ２ａおよび／もしくは化学パルプ２ｂの、
分類３、または分画は、原料をシステムに導入する際に既に行うことができる。したがっ
て、前記分類は、たとえば、天然繊維のパルプ化工程とともに行われてもよい。ある実施
例において、少なくとも２つの繊維画分への機械パルプ２ａの分画は、前記機械パルプの
製造の一部であり、たとえば、リファイナーメカニカルパルプ、または砕木パルプのよう
な機械パルプ２ａの製造における分類を介して形成された受容画分は、少なくとも２つの
異なる画分の形成に利用される。この場合、個別の分類工程３は、必ずしも必要ではない
。上述のものに加えて、またはその代わりに、分類３は、本発明に係る方法の一部であっ
てもよい。
【００２８】
　本発明に係る分類において、分類器３からの排出と、少なくとも分類工程の分類器３か
らの受容との両者は、好ましくは実際の紙製造において利用される。システムがいくつか
の分類工程を含む場合、少なくとも、炭酸カルシウムの沈殿に先行する最後の分類は、好
ましくは、そのようなパルプについて行われ、当該パルプは、全体または実質的に全体を
印刷用紙製品１の製造のために利用することができる。
【００２９】
　原料として使用される機械パルプ２ａは、本発明に係る処理に供給される前に既に漂白
されたパルプであってもよく、および／または本発明に係る処理において漂白することが
できる。ある実施例によれば、機械パルプ２ａの漂白は、繊維原料の漂白をもたらすリグ
ニンが化学物質を用いて希釈される処理で行われる。そのような漂白処理は、たとえば過
酸化漂白であってもよい。ある有利な実施例によれば、機械パルプは、少なくとも２つの
画分または繊維画分に分割され、この分割は、個別の漂白工程（図には示されていない）
前、１以上の繊維画分が前記漂白処理に導入された後に行われる。別の実施例によれば、
前記漂白処理は、均一な機械パルプに行われる。したがって、少なくとも２つの繊維画分
への分類は、最後の漂白工程の後に好適に行われる。機械的にパルプ化された天然繊維の
漂白は、炭酸カルシウム沈殿工程の前に好適に行われる。
【００３０】
　有利な実施例によれば、機械パルプ２ａの乾燥含有量は、漂白工程後に少なくとも部分
的に増加する。実施例によれば、１以上の天然繊維の乾燥含有量は、少なくとも８％、好
ましくは２０％以上の繊維濃度まで増加する。沈殿後、各パルプ画分の所定の濃度への希
釈は、好ましくは、抄紙機の循環水を希釈水として使用して行われる。
【００３１】
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　有利な実施例によれば、少なくとも1つの機械的にパルプ化された画分、および／また
は化学的にパルプ化された画分への炭酸カルシウムの沈殿は、第１に、パルプ化された天
然繊維を含む、少なくとも１つの前記繊維画分に二酸化炭素を添加し、続いて水溶液に水
酸化カルシウムを添加することによって行われる。二酸化炭素の添加は、たとえば、注入
によって行うことができる。
【００３２】
　図１ａ～１ｄは、本発明に係るシステムのいくつかの工程のいくつかの例を概略図で示
す。当然ながら、本発明に係るシステムは、図１に示される以外の印刷用紙製造工程の他
の部分的工程を含んでもよい。
【００３３】
　抄紙機７は、少なくとも形成部、加圧部、および乾燥部を備える。抄紙機の短循環は、
典型的には、とりわけ、ワイヤピット、脱気手段、および不純物を除去するための手段を
備える。
【００３４】
　機械的にパルプ化された天然繊維２ａ、すなわち機械パルプ、および／または化学的に
パルプ化された天然繊維２ｂ、すなわち化学パルプは、分類器３によって、少なくとも２
つの異なる画分に分類することができ、この分類は、炭酸カルシウムが前記画分の１以上
に沈殿４することができる後、前記画分が抄紙機７に導かれる前に行われる。明確にする
ために、図１は、天然繊維原料２ａ、２ｂが２つの画分のみ、または繊維画分に分割され
ることを示すが、より多くの繊維画分があってもよい。さらに、化学パルプ２ｂが全く使
用されないことも可能である。部分的な画分は、図に示されるものとは異なる順序でシス
テムに戻すことができることに留意すべきである。部分的な画分は、実質的に同じ処理工
程に戻すことができるか、またはそれらは、処理の異なる工程に戻すことができる。
【００３５】
　ある実施例によれば、印刷用紙製品は、沈殿した炭酸カルシウムに加えて、前記沈殿し
た炭酸カルシウムの他に、少なくとも１つの無機顔料２ｃを含む。したがって、炭酸カル
シウムは、沈殿手段４によって、前記無機顔料２ｃに沈殿してもよい。
【００３６】
　有利な実施例によると、乳状石灰および二酸化炭素は、無機顔料２ｃの水溶液に供給さ
れ、前記無機顔料の表面に炭酸カルシウムを沈殿させる。したがって、新しい混成顔料が
形成され、前記無機顔料は、沈殿した炭酸カルシウムによって少なくとも部分的に被覆さ
れる。有利な実施例によれば、前記無機顔料は、二酸化チタン、カオリン、タルク、粉砕
炭酸カルシウム、チョーク、長石、雲母、および脱インク工場からの廃棄顔料流から選択
される。
【００３７】
　炭酸カルシウムの沈殿の前の、分類器３を用いる、機械パルプ２ａおよび／または化学
パルプ２ｂの分画は、従来の分類器によって行うことができる。分類器３は、たとえば、
スクリーンまたはサイクロンであってよい。有利な実施例によれば、分類器３は、加圧ス
クリーンである。ある実施例において、少なくとも１つの分別分類器は、抄紙機の短循環
とともに配置される。別の実施例では、少なくとも１つの分別分類器は、いわゆる機械室
と、製紙におけるいわゆる混合タンクとの間の領域に配置される。第３の実施例では、少
なくとも１つの分別分類器は、いわゆる前記混合タンクの上流に配置される。分画ととも
に製造される異なる画分は、様々な方法で処理することができ、可能な処理の後、それら
は、製紙のために原料として異なる製紙処理工程に戻すことができる。
【００３８】
　有利な実施例によれば、少なくとも１つの機械的にパルプ化された、および／または化
学的にパルプ化された画分が、本発明に係る処理における分画後、デンプンのような化学
物質で処理される。有利な実施例によれば、前記化学物質は、デンプン、カチオン化デン
プン、キシラン、ガラクトグルコマンナン、水酸化カルシウム、過酢酸、または他の反応
化学物質、ならびに長い鎖状および／または分枝状の分子構造を有する他のポリマー、な
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らびに上述の化学物質の様々な修飾体から選択される。実施例によれば、少なくとも１つ
の、機械的および／または化学的にパルプ化された画分は、分画後、カチオン性の化学物
質で処理される。
【００３９】
　ある実施例では、化学的処理５、ならびに炭酸カルシウムの前記沈殿４は、少なくとも
１つの、同一の繊維画分について行われる。したがって、有利な実施例では、炭酸カルシ
ウム沈殿反応４（ＣＰＣＣ）において、天然繊維原料の表面に形成された充填剤の付着は
、１以上の化学物質を、炭酸カルシウムが沈殿した１以上の繊維画分に添加することによ
る化学的処理によって強化される（図には示されていない）。有利な実施例によれば、密
着性を高めるための前記化学物質は、デンプン、カチオン化デンプン、キシラン、ガラク
トグルコマンナン、水酸化カルシウム、過酢酸、または他の反応化学物質、ならびに長い
鎖状および／または分枝状の分子構造を有する他のポリマー、ならびに上述の化学物質の
様々な修飾体から選択される。
【００４０】
　別の実施例によれば、前記化学処理５と、炭酸カルシウムの沈殿４とは、異なる画分に
ついて行われる。したがって、ある実施例において、化学的に処理された画分は、炭酸カ
ルシウムが沈殿した画分に比べて、前記処理における異なる工程に戻される。したがって
、前記処理における前記化学的に処理された画分の保持期間は、少なくとも１つの他の画
分の保持期間とは実質的に異なる。
【００４１】
　ある実施例では、化学的処理５は、短繊維画分のために行われる。したがって、有利な
実施例によれば、前記化学的処理５の後、少なくとも１つの化学的に処理された繊維画分
が抄紙機の短循環に導かれる。ある実施例では、化学的に処理された画分は、抄紙機のい
わゆるヘッドボックス供給ポンプに導入される。ある実施例では、前記化学的に処理され
た画分は、いわゆる混合タンクに導かれる。
【００４２】
　炭酸カルシウムを沈殿させる反応が、繊維原料の１以上の部分的画分に割り当てられて
いるとき、パルプ化および／または漂白とともに前記画分において生じる、水相における
いわゆる干渉物質（樹脂などの、溶解し、コロイド化した有害な要素）の含有量を低減す
ることができる。この減少は、たとえば、充填剤を製造するための本発明に係る方法なし
の状況に比べて少なくとも１０パーセント、または少なくとも２０パーセントであっても
よい。干渉物質の含有量は、たとえばそれらの組成レベル、たとえばｐｐｍ含有量の測定
によって検出することができる。有利な実施例によれば、沈殿反応後の保持材の求められ
る量は、本発明に係る製造方法なしの状況に比べて約３０％低い。
【００４３】
　ある実施例では、本発明に係る印刷用紙製品1は、全ての異なる部分的画分を抄紙機７
の上流のパルプ懸濁液に混合することによって、およびパルプ懸濁液を、紙製品を形成す
るために抄紙機に導くことによって形成される。別の有利な実施例によれば、本発明に係
る印刷用紙製品１は、そのように、またはお互いに部分的に混合され、上記の部分的な画
分を抄紙機７に導き、層構造を有する印刷用紙製品を形成することによって形成される。
したがって、多数層ヘッドボックスなどによって、所望の部分的画分は、印刷用紙製品の
中間層に導くことができ、所望の部分的画分を前記紙の表面層に導くことができる。この
ように、紙の構造を最適化することができる。ある有利な実施例によれば、容積および／
またはＺ方向への強度を向上する画分は、紙の中間層に導かれ、印刷適性を向上する画分
は、表面層に導かれる。
【００４４】
　有利な実施例によれば、抄紙機への、部分的画分または単一画分の形成に供給されるパ
ルプ懸濁液から形成された巻き取り紙の浸潤は、少なくとも部分的に、平面帯、および／
または孔もしくは空隙を備える表面、および形成部における脱水部によって行われる。
【００４５】
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　ある実施例では、本発明に係る方法は、１以上の以下の工程を所定の順序で含む。
‐　機械的にパルプ化された天然繊維２ａをシステムに導入すること。
‐　化学的にパルプ化された天然繊維２ｂをシステムに導入すること。
‐　無機顔料２ｃをシステムに導入すること。
‐　機械的にパルプ化された天然繊維２ａを、分類器３によって少なくとも２つの繊維画
分に分割すること。
‐　前記機械的にパルプ化された繊維２ａの少なくとも１つの画分を漂白すること。
‐　化学的にパルプ化された天然繊維２ｂを少なくとも２つの画分に分割すること。
‐　乳状石灰と二酸化炭素とを、前記機械的にパルプ化された天然繊維２ａの少なくとも
１つの画分に混合し、前記天然繊維の表面に炭酸カルシウムを沈殿させること。
‐　乳状石灰と二酸化炭素とを、前記化学的にパルプ化された天然繊維２ｂの少なくとも
１つの画分に混合し、前記天然繊維の表面に炭酸カルシウムを沈殿させること。
‐　乳状石灰と二酸化炭素とを、無機顔料２ｃに混合し、無機顔料２ｃの表面に炭酸カル
シウムを沈殿させること。
‐　化学物質を、形成された繊維画分の少なくとも１つに混合すること。
‐　均一なパルプ懸濁液として、または抄紙機７への別の材料の流れとして、上述の原料
を供給すること。
‐　抄紙機７において印刷用紙製品を形成すること。
‐　グラジエントカレンダーを用いて製造される印刷用紙製品１をカレンダー加工するこ
と。
【００４６】
　本発明に係る解決案において、形成された最終製品は、たとえば、雑誌用紙、または新
聞紙、最も有利には、充填材としての沈殿した炭酸カルシウムと、主な繊維原料としての
機械的にパルプ化された天然繊維とを含むスーパーカレンダー加工紙（ＳＣ紙）のような
被覆されていない印刷用紙製品である。また、印刷用紙製品は、化学的にパルプ化された
天然繊維を含んでもよい。少なくとも一部の、前記機械的にパルプ化された天然繊維、お
よび／または化学的にパルプ化された天然繊維は、沈殿した炭酸カルシウムで少なくとも
部分的に被覆される。沈殿した炭酸カルシウムに加えて、印刷用紙製品は、少なくとも１
つの他の充填剤を含んでもよい。ある実施例において、炭酸カルシウムは、少なくとも１
つの他の充填剤中で沈殿する。
【００４７】
　本発明に係る方法によって、前記製品を従来に比べて穏やかにカレンダー加工すること
が要求されるが、ＳＣ紙に必要な印刷特性を依然として得るような方法でＳＣ紙を製造す
ることができる。ある実施例において、本発明に係るＳＣ紙は、カレンダー加工後の製品
の密度が１０００ｋｇ／ｍ３、より好ましくは１０５０ｋｇ／ｍ３、最も好ましくは１０
００ｋｇ／ｍ３よりも低くなるようにグラジエントカレンダー加工される。従来よりも穏
やかなカレンダー加工によって、ＳＣ紙の剛性および光学的性質は、向上するであろう。
さらに、紙の引裂強度は、穏やかなカレンダー加工によってもたらされる低い線形負荷に
よって、より高いレベルで維持されるであろう。最も高い引裂強度レベルは、たとえば、
印刷所における最終産物の実行可能性などの問題をもたらすことなく、紙の原料における
パルプ含有量の減少、および／または充填剤の増加に寄与するであろう。
【００４８】
　有利な実施例によれば、印刷用紙製品、有利には、ＳＣ紙のカレンダー加工は、いわゆ
るグラジエントカレンダーを用いて行われる。グラジエントカレンダー加工の間、非常に
小さい水滴、または霧吹きが、巻き取り紙に適用される。したがって、巻き取り紙は、カ
レンダー加工の表面形成効果を主にカレンダー加工されるべき紙の表面に向けるために、
カレンダロール、および／または蒸気室にさらすことができる。この結果、カレンダー加
工後の紙の密度は、通常よりも低いレベルになる。
【００４９】
　したがって、ある実施例では、印刷用紙製品において使用される天然繊維中の機械パル



(12) JP 2014-520215 A 2014.8.21

10

20

30

40

50

プの含有量は、少なくとも７０重量％、少なくとも８０重量％、または少なくとも９０重
量％、さらに有利には１００重量％である。有利な実施例では、機械パルプは、少なくと
も主にＴＭＰからなる。
【００５０】
　有利な実施例では、本発明に係るＳＣ紙の充填剤含有量は、従来のＳＣ紙よりも約２～
４パーセント多い充填剤を含む。好適には、本発明に係るＳＣ紙の充填剤含有量は、以下
の式、
Ｙ≧０．８９７ｘ－１２．５、
好ましくは、以下の式
Ｙ≧０．８９７ｘ－１０に従い、
Ｙは、充填剤含有量を表し、ｘは、坪量を表す。前記式に従うこれらの直線は、図３に示
される。充填剤含有量の増加は、ＳＣ紙の製造費用と、紙の光学特性との両者に有利な効
果を有する。
【００５１】
　好適には、本発明に係る、カレンダー加工されたＳＣ紙の密度は、以下の式、
Ｙ≦９．７ｘ＋＋６００ｋｇ／ｍ３

好ましくは、
Ｙ≦９．７ｘ＋＋５５０ｋｇ／ｍ３に従い、
Ｙは、カレンダー加工された紙の密度を表し、ｘは、坪量を表す。前記式に従うこれらの
直線は、図４に示される。
【００５２】
　本発明に係る印刷用紙製品は、以下に挙げられる特性の、少なくともいくつか、または
全てを有する。
‐　印刷用紙製品は、ＳＣ紙である。
‐　印刷用紙製品は、被覆されない。
‐　印刷用紙製品は、カレンダー加工される。
‐　印刷用紙製品の坪量は、好適には２７～７０ｇ／ｍ２であり、好ましくは３５～６０
ｇ／ｍ２の範囲である。
‐　カレンダー加工された印刷用紙製品の密度は、以下の式に従う。
Ｙ≦９．７ｘ＋６００ｋｇ／ｍ３、Ｙは密度を表し、ｘは坪量を表しており、
たとえば５２ｇ／ｍ２の印刷用紙製品の密度が、好適には１１００ｋｇ／ｍ３未満であり
、および／または
カレンダー加工された印刷用紙製品の密度は、以下の式に従ってもよく、
Ｙ≦９．７ｘ＋５５０ｋｇ／ｍ３、ここで、Ｙは密度を表し、ｘは坪量を表しており、
たとえば、５２ｇ／ｍ２の印刷用紙製品の密度は、好適には１０５０ｋｇ／ｍ３未満であ
る。
‐　カレンダー加工された印刷用紙製品の光沢は、Hunter Gloss 75°測定法によって定
義された以下の式に従う。
‐　カレンダー加工された印刷用紙製品の光沢は、たとえば５２ｇ／ｍ２の紙について、
Hunter Gloss 75°測定法によって定義された４９±４のレベルであり、たとえば４１ｇ
／ｍ２の紙について、４１±４のレベルである。
‐　カレンダー加工された印刷用紙製品の多孔度（Bendtsen）は、たとえば５２ｇ／ｍ２

の紙について、１９～２７ｍｌ／ｍｉｎのレベルであり、たとえば４１ｇ／ｍ２の紙につ
いて、３２～４０ｍｌ／ｍｉｎのレベルである。
‐　カレンダー加工された印刷用紙製品の平滑度（ＰＰＳ１０）は、たとえば５２ｇ／ｍ
２の紙について、１．０～１．２μｍのレベルであり、たとえば４１ｇ／ｍ２の紙につい
て、１．１８～１．３６μｍのレベルである。
‐　カレンダー加工された印刷用紙の強度は、印刷所における実行性のために十分なレベ
ルである。
【００５３】
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　以下の実施例は、本発明に係る方法によって製造されたＳＣ紙のいくつかの特性を示す
。
［実施例］
　実施例１
　図２～５は、本発明に係る印刷用紙製品の坪量に関する充填剤含有量の例を示す。
【００５４】
　図２は、２つのＳＣ紙の間の比較を示し、そのうちの１つ（番号１）は、本発明の方法
によって作製され、もう一方（番号１０）は、従来技術の方法によって製造された。両方
の製品は、同様の強度特性（引裂強度、引張強度、Ｚ強度）を有する。本発明の方法によ
って作製された紙の密度は、１１００ｋｇ／ｍ３未満であるが、一方従来の紙の密度は、
１１００ｋｇ／ｍ３よりも高い。それぞれの坪量について、本発明に係る印刷用紙製品の
充填剤含有量は、従来技術の紙よりも約４パーセント高い。
【００５５】
　図３は、坪量に関して、本発明に係る製品について、有利な最小充填剤含有量と、最も
有利な最小充填剤含有量とを示す。
【００５６】
　図４は、坪量に関して、本発明に係る、カレンダー加工された印刷用紙製品の有利な最
大密度と、最も有利な最大密度とを示す。
【００５７】
　図５は、５２ｇ／ｍ３の坪量を有する本発明に係るＳＣ紙の不透明度に対する明るさの
関係を示す。図の最も上の線は、本発明に係る製品の充填剤含有量が従来の製品より４％
高い状態を示しており、当該製品は、グラジエントカレンダー加工によってカレンダー加
工された。中間の線は、本発明に係る製品の充填剤含有量が従来の製品に対して２％上昇
した状態を示しており、当該製品は、従来の１２ロールスーパーカレンダー加工によって
カレンダー加工された。最も下の線は、従来のＳＳ紙の特性を示す。
【００５８】
　本発明によって、本発明に係る方法は、費用効率のよい方法でＳＣ紙を製造するために
使用することができ、当該製品は、顕著に高い充填剤含有量と、低い密度とを有し、つま
り嵩高である。このこととは関係なく、本発明に係るＳＣ紙は、上述の要件を満たす印刷
特性および強度特性を得ることができる。
【００５９】
　低い密度および高い充填剤含有量を有する、本発明に係るＳＣ紙の光学的性質は、顕著
に改良することができる。たとえば、不透明度と輝度とは、高い密度（＞１１００ｋｇ／
ｍ３）と従来の充填剤含有量（３５～６０ｇ／ｍ２の坪量の範囲において２０～３３％）
とを有する公知の製品の対応する値に比べて１～３パーセント改良することができる。
【００６０】
　本発明に係る方法は、いくつかの利点を有する。本発明に係る新規の方法は、従来技術
によって製造された紙等級に比べて、高い充填剤含有量、および／または化学的にパルプ
化された天然繊維（パルプ）の少ない含有量をもたらす。また、本発明に係る方法は、従
来技術によって製造された同様の製品に比較して特定エネルギー消費を減少させることが
できる。すなわち、本発明に係る解決案によって、一致特性（concurrent properties）
が、現在よりも高い充填剤含有量、現在よりも低い密度、さらに実質的に等しく良好な印
刷表面特性（平滑性、不透明性、輝度）を含み得る、被覆されずカレンダー加工された印
刷用紙製品を製造することができる。
【００６１】
　本発明は、単に図１～５および上述の説明に示された実施例に限定されるものではない
ことに留意すべきである。しかしながら、本発明は、以下の請求項に示されるものに特徴
付けられる。
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